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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  
プルガダ症候群患者において、しばしば臨床現場にて心房細動が認められる。このため  
プルガダ症候群患者では、心室同様、心房における電気的異常の存在が考えられる。しか  
し、プルガダ症候群における心房細動発症と遺伝子異常、電気生理学的、臨床的背景の関  
連性についてはまだよくわかっていない。このため、プルガダ症候群患者において自然発  
症の心房細動が遺伝学的（SCN5A遺伝子変異）、臨床的背景（失神発作、心室細動、突  
然死の家族歴）、電気生理学的指標（心房不応期、心房内伝導時間、連続心房興奮、心房細  
動誘発）において、ブルガダ症候群の重症度にどう関与しているか検討した。自然発症の  
心房細動は、心房細動発症のない患者群と比べると、失神発作、心室細動発生と良く相関  
していた。SCN5Aの遺伝子変異は心房内伝導時間の延長、心房細動の誘発と相関して  
いたが、自然発症の心房細動や、他の臨床的重症度背景とは相関していなかった。自然発  
症の心房細動はブルガダ症候群において、臨床的により重症であり、心室細動発生を予測  
する因子となりうると示唆された。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
ブルガダ症候群患者において、しばしば心房細動が認められるが心房細動発症と遺伝子   
異常、電気生理学的、臨床的背景の関連性についてはまだよくわかっていない。本研究で   
は心房細動が遺伝学的、臨床的背景、電気生理学的指標において、ブルガダ症候群の重症   
度にどう関与しているか検討した。自然発症の心房細動は、心房細動発症のない患者群と   
比べると、失神発作、心室細動発生と良く相関していた。SCN5Aの遺伝子変異は心房   
内伝導時間の延長、心房細動の誘発と相関していたが、自然発症の心房細動や、他の臨床   
的重症度背景とは相関していなかった。自然発症の心房細動はブルガダ症候群において、   
臨床的により重症であり、心室細動発生を予測する因子となりうることを示した価値ある   
業績である。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
